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２０２６年３月期 第３四半期決算
説 明 資 料

２０２６年２月９日
日本貨物鉄道株式会社
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１．2026年３月期 第３四半期決算

２．2026年３月期 業績見通し
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１．2026年３月期 第３四半期決算

対前年同期2026年３月期
第３四半期実績

2025年３月期
第３四半期実績 ％増減

+3.7+541,5361,481営 業 収 益

+3.5+501,5071,457営 業 費 用

+16.3+32824営 業 利 益

+15.2+22118経 常 利 益

-42.6-5713親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
四 半 期 純 利 益

単体経営成績
+3.0+351,2291,193営 業 収 益

+2.8+331,2201,186営 業 費 用

+30.2+297営 業 利 益

－+10-1経 常 利 益

－-5-41四 半 期 純 利 益

 連結営業収益は、コンテナ輸送量の増加等により増収。 
 連結営業費用は、車両修繕費や線路使用料の単価増等があり増加。
 連結営業利益及び連結経常利益は、輸送量の増加などにより増益。
 親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期駅移転に関する特別利益の計上があったため減益。

（単位:億円、単位未満切捨て）連結経営成績
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１．2026年３月期 第３四半期決算
（単位:億円、単位未満切捨て）セグメント別状況

対前年同期2026年３月期
第３四半期実績

2025年３月期
第３四半期実績 ％増減

+3.3+441,3861,341営業収益
鉄道ロジスティクス事業

－-4-56-51営業利益
+5.9+8157148営業収益

不動産事業
+12.1+88273営業利益
+2.3+03635営業収益

その他
+96.4+010営業利益

（単体）事業別状況
+2.6+271,1001,072営業収益

鉄 道 事 業 +3.0+341,1711,137営業費用

－-6-71-65営業利益

+6.5+7129121営業収益

関 連 事 業 -0.7-04848営業費用

+11.3+88072営業利益

 鉄道ロジスティクス事業では、コンテナ輸送量の増加等により増収となったが、車両修繕費や線路使用料等の費
用の増加が上回り減益。

 不動産事業は社宅跡地の土地持分譲渡等が影響し増収増益。
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１． 2026年３月期 第３四半期決算
連結財政状態 （単位:億円、単位未満切捨て）

備考対前期末
増減

2026年３月期
第３四半期実績

2025年３月期
実績

流動資産 922億円（対前期末 +116億円）
固定資産 3,759億円（対前期末 -2億円）+1144,6824,568資 産

+903,6313,540負 債

＋231,0511,027純 資 産

ー21.1%21.2%自己資本比率

単体財政状態
流動資産 723億円（対前期末 +126億円）
・現金及び預金の増 +111億円
固定資産 3,564億円（対前期末 -12億円）
・減価償却の進捗による減

+1144,2884,173資 産

当期末⾧期債務2,447億円（対前期末 +199億円）
・社債 540億円（対前期末 +100億円）
・有利子借入 883億円（対前期末 +24億円）
・無利子借入 1,024億円（対前期末 +74億円）

+1173,6203,502負 債

-3667670純 資 産

 2025年6月にグリーンボンドを含む社債を発行し100億円、12月にシ・ローンを実施し50億円を調達。
 震災・大雨・噴火に対応したコミットメントライン（貸付限度額150億円）を継続。当期まで利用なし。 
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１．2026年３月期 第３四半期決算
連結キャッシュ・フローの状況

対前年同期
2026年３月期
第３四半期累計

2025年３月期
第３四半期累計 ％増減

+87.9+64138 73営業活動によるキャッシュ・フロー

－-185-394-209投資活動によるキャッシュ・フロー

-18.5-44197242財務活動によるキャッシュ・フロー

－-165-59106現金及び現金同等物の増減額

+10.1＋31349317現金及び現金同等物の期末残高

（単位:億円、単位未満切捨て）

単体キャッシュ・フローの状況
+68.2+5313177 営業活動によるキャッシュ・フロー

－-133-335-201投資活動によるキャッシュ・フロー

-21.2-44166210財務活動によるキャッシュ・フロー

－-125-3887現金及び現金同等物の増減額

+33.1+61245184現金及び現金同等物の期末残高

 連結の営業活動によるキャッシュ・フローは、退職給付に係る負債と未収運賃の影響により流入額が増加。
 投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入支出の増加等により流出額が増加。
 財務活動によるキャッシュ・フローは、⾧期借入による調達額及び社債発行による調達額の減により流入額が減少。
 現金及び現金同等物は期首から59億円減少し、期末残高は349億円。
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１． 2026年３月期 第３四半期決算
品目別輸送実績表 （単位:千トン、単位未満切捨て）

 コンテナは、エコ関連物資が、中央新幹線建設工事に伴う発生土の運搬により前年を上回ったほか、自動車部品は、一部顧客における
増送が続いたことにより前年を上回った。また、積合せ貨物は、ドライバー不足に伴う鉄道シフトにより増送となり前年を上回り、コ
ンテナ全体で前年を上回った。車扱は、石油が、補助金の段階的な拡充に伴う買い控えにより11月はガソリンや軽油が減送となったほ
か、12月は平年より気温が高く燃料需要が減少した影響により灯油等が減送となり前年を下回った。また、亜鉛が輸送終了となった影
響もあり、車扱全体は前年を下回った。コンテナ・車扱の合計では前年を上回った。

対前年同期
2026年３月期
第３四半期累計

2025年３月期
第３四半期累計 ％増減

+2.2+44120,44720,005輸 送 量
+4.3+59814,49913,901コンテナ
-0.5-51,1411,147農産品・青果物
-0.4-51,1681,173化学工業品
-0.6-4806810化学薬品
-2.4-562,3252,381食料工業品
-0.9-131,5611,574紙・パルプ

+6.6+58943885他工業品
+2.1+512,4622,411積合せ貨物

+13.5+73616542自動車部品
-7.0-20267287家電・情報機器

+108.6+380731350エコ関連物資
+6.0+1402,4742,334その他
-2.6-1575,9476,104車 扱
-2.2-954,1434,238石油

+1.0+91,0161,006セメント・石灰石
-0.2+0581582車両

-25.5-70206277その他



8

１．2026年３月期 第３四半期決算

２．2026年３月期 業績見通し
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２．2026年３月期 業績見通し
（単位:億円、単位未満切捨て）連 結

単 体

  既存の輸送力を最大限に活用し、物流の2024年問題やカーボンニュートラルへの対応といった社会的課題に応えること
で、対前年での増収を見込む。

 自然災害の影響による農産品・青果物の生育不良や、一部顧客における出貨停滞により運輸収入が想定を下回っており、
前回業績見通しから下方修正する。

 物価上昇により個人消費が依然として力強さを欠く中ではあるものの、社会課題の解決に貢献するため、グループ社員
の力を結集して総合物流事業を推進し、安全管理の徹底、災害発生時にも迅速に対応できる体制を確立し、お客様の
ニーズに応えていく。

2026年３月期
前回見通し

(2025.11.10)

対前年同期2026年３月期
見通し

2025年３月期
実績 ％増減

2,130+4.8+962,1032,007営 業 収 益

54+33.0+93627営 業 利 益

41+71.7+112514経 常 利 益

17-80.8-541367親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

1,729+4.7+761,6991,622営 業 収 益

35+154.5+10176営 業 利 益

21－+145-8経 常 利 益

6-98.1-51153当 期 純 利 益



お 客 様お 客 様

鉄道ロジスティクス事業 不動産事業 その他

日本貨物鉄道株式会社

鉄道を基軸とした総合物流サービス
（貨物鉄道輸送） （保管、荷捌、流通加工、配送）

不動産の賃貸・分譲、ビル・物流施設の管理、
農産物の生産・販売 他

【業務受託】
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・北海道物流
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・東北ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・北関東ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・南関東ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・新潟ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・信州ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・東海ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・北陸ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・西日本ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・中国ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・九州ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ

【臨海鉄道】
 八戸臨海鉄道㈱
 仙台臨海鉄道㈱
 福島臨海鉄道㈱
 鹿島臨海鉄道㈱
 京葉臨海鉄道㈱
 神奈川臨海鉄道㈱
 名古屋臨海鉄道㈱
 衣浦臨海鉄道㈱
 水島臨海鉄道㈱

連絡運輸

【関連・その他】
 北九州貨物鉄道

施設保有㈱

駅構内業務・荷役業務・
検修附帯作業 駅施設管理

リース、グループファイナンス、資材調達●印:連結子会社、□:持分法適用会社

建設・
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
ビル管理

〔当社グループの事業系統図〕

※2025年4月1日現在

【関連・その他】
 ㈱ｼﾞｪｲｱｰﾙ貨物・

不動産開発

【関連・その他】
 ｼﾞｪｲｱｰﾙｴﾌ商事㈱

リース
資材調達

業務提携・
鉄道輸送利用

【関連・その他】
 山村JR貨物きら

ベジステーショ
ン㈱
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【総合物流】
● JR貨物ロジ・ソリューションズ㈱

（利用運送）
 日本フレートライナー㈱
 全国通運㈱

（倉庫・物資別）
 名光急送㈱
 東京輸送㈱
 日本オイルターミナル㈱
 関西化成品輸送㈱
 セメントターミナル㈱


